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―まず御社をご紹介下さい。

石川社長（以下敬称略）■海外製のソフトや

ハードを吟味して選択し日本市場に提供していま

す。ネットワーク関連商品が主力で、必要に応じて

日本語対応なども行っています。日本市場で他

社がまだ取り扱っていない商品であることが弊社

ビジネスの基本ですが、優秀でありながら日本で

は殆ど知られていない商品はまだまだ多いので

す。アンチスパムソリューション「SpamTitan」もその

一つですが、今年に入ってかなり知られる存在に

なってきました。

―では「SpamTitan」をご紹介下さい。

石川■アイルランドのCopperfasten社が開発し

たアンチスパム用ソフト商品です。アンチスパムソ

リューションは日本市場ではハード一体型の商品

が多いのですが、コストパフォーマンス、使い易さ、

手軽に試用できることなど、ソフト商品の良さは明ら

かです。またライセンスの規模によって機能が変わ

ることが多いハードアプライアンス商品に比較する

と、「SpamTitan」では最小ライセンス（50ユーザー

用）であっても最大ライセンス（無制限ユーザー用）

と全く同等の機能が提供されます。機能を変える

ことなく大規模化に対応できることもソフト商品のメ

リットと言えます。

―機能的な特徴をお聞かせ下さい。

石川■「SpamTitan」は、組み込みOS付きISO

パッケージと仮想サーバーパッケージの2種類が

あります。ISOパッケージはOS機能を内蔵して

いますので、WindowsやLinuxなどOSに依存

することなく稼働します。仮想サーバーパッケージ

は、VMware仮想サーバー環境をサポートしてい

ます。今年追加した機能の中では、クラスター対

応が評価されています。またウィルスチェックについ

ては、CasperskyAVとClamAVによるデュアル

チェックを実現、ウイルスチェックのスピードと確実性

を両立しています。しかし何と言っても、スパム検

知率の高さがこの商品の最大のポイントです。
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―販売については。

石川■チャネル販売が基本です。50ユーザータ

イプの1年ライセンス価格は12万8千円（単一ノー

ド対応）、間にあるさまざまなユーザー数設定を飛

ばして、ユーザー無制限の1年ライセンスが264万

円（4ノードクラスタ対応）と、従来のアンチスパム商

品とは比較にならない低価格性が、ユーザーから

も販売店からも御評価をいただいています。弊社

はアンチスパム商品として「SpamTitan」以外に、

数十〜数百人規模用POP3サポートハードアプ

ライアンス「ThreatWall」、公共機関向け超低価

格アンチスパムフィルタ「Proxmox PMGアンチス

パム」なども品揃えしていますが、最近の引き合い

は「SpamTitan」が群を抜いています。この商品の

良さは使って見ればわかります。弊社ホームペー

ジからダウンロードすれば30日間試用できますの

で、ぜひ試してみて下さい。（終）

―本日はどうもありがとうございました。

―どの商品も検知率にさほどの違いはないと

聞きましたが。

石川■とんでもありません。従来ユーザーの殆ど

は検知率に不満を持ちながらも、これがアンチス

パム商品の限界だと諦める人が多かったのです。

だから検知率に関しては程度の差だとの意見も

ありますが、その程度の差が実は大きな問題です。

「SpamTitan」では、まず形からスパムを判断す

るフロントラインスキャンと、内容から判断するルール

スキャンの大きく2段階に分けてスキャンを開始、

各段階で検知率を高めるためのさまざまな工夫を

施しています。その結果の検知率については実

際に使ってみればすぐにわかります。

―検知率は設定によっても変わりますね。

石川■これにも多少の誤解があります。正しい

メールをスパムと判断する誤検知（フォールスポジ

ティブ）と、スパムなのに正しいメールとして判断す

る検知漏れ（フォールスネガティブ）については、確

かに一方を上げれば他方は下がるトレードオフの

関係にあり、その閾値は設定によって変化します。

しかしアンチスパム商品の検知率とは、誤検知を

せず、かつ検知漏れをしないでスパムを検知する

率を指します。これは設定以前の問題で、つまり

商品の能力ということです。

―学習効果についてはいかがですか。

石川■使い方次第で確かに学習効果は大きく

変化します。閾値の設定についてはユーザーの

考え方によるので一概には言えませんが、学習能

力を高めるなら、誤検知を怖れずにまずスパムの

検知に力点を置くことが理想です。しかし最初は

誤検知が生じる可能性がありますので、隔離され

たメールを人間がきちんとチェックする必要があり

ます。チェック作業については、エンドユーザー側、

管理者側のいずれにも設定が可能です。この

チェックによる結果を記憶させていくことによって、

数週間もすればそのユーザーに合った最適のス

パムメール検知が行えます。

—スパム対策ソリューションとしてこの1年で急成長を見せているのが
「SpamTitan」です。アンチスパム商品の進化とその効果的な使い方について、
ジュピターテクノロジーの石川幸洋社長にお聞きしました。

◆アンチスパムソフト「SpamTitan」が急成長

ジュピターテクノロジー　石川幸洋社長
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